
練馬区いじめ等対応支援チーム設置要綱新旧対照表  

現  行  改正後  

（いじめ等対応支援特別チーム）  

第８条  委員長は、いじめに関する重大案

件等が発生した場合は、事実関係の調査

を目的として、支援チームのもとに専門

家によるいじめ等対応支援特別チーム

（以下「特別チーム」という。）を設置す

る。  

２  特別チームの委員は、委員長が選任す

る。  

３  前各項に掲げるもののほか、特別チー

ムの運営について必要な事項は、委員長

が定める。  

 

（いじめ等対応支援特別チーム）  

第８条  委員長は、いじめに関する重大案

件等が発生した場合は、事実関係の調査

を目的として、専門家等によるいじめ等

対応支援特別チーム（以下「特別チーム」

という。）を設置する。  

 

２  特別チームの委員は、委員長が選任す

る。  

３  特別チームは、事故対応支援チーム、

心理ケアチームおよび学校事故詳細調査

委員会から構成される。  

４  事故対応支援チームは、重大事態また

は重大事態と同種の事態に関わる調査、

保護者への意思確認等を行う。  

５  心理ケアチームは、重大事態等により、

心理ケアを必要とする児童生徒等と面談

を行い、児童生徒等のストレスの緩和や

心の安定に向けた支援を行う。  

６  事故対応支援チームおよび心理ケアチ

ームによる対応については、非公開とす

る。  

７  学校事故詳細調査委員会は、教育委員

会から依頼を受け、重大事態に関わる全

容解明、当該事案への対処および同種の

事案の再発防止を目的として調査を行

う。  

８  学校事故詳細調査委員会のその他の事

項については、練馬区学校事故詳細調査

委員会設置要綱による。  

９  前各項に掲げるもののほか、特別チー

ムの運営について必要な事項は、委員長

が定める。  
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